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観光客の増加を、地域での消費と市民への還元につなぐ

状況を把握

観光客増加に対し、消費単価と
受入れ環境に課題

→
質問する

観光消費・受入れ環境・宿泊税
を確認

→
市の答え

滞在・宿泊を伸ばし、宿泊税は
当時導入せず

→
次を確認

消費額、宿泊数、税収の還元を
確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

旅行者数に比べ消費単価が低く、観光客
の増加に先んじて受入れ環境を整える必
要があります。

質問

観光消費額の分析、滞在・宿泊につなげ
る取組、宿泊税に対する市の見解を質問
しました。

市の答え

滞在時間と宿泊を伸ばす取組を進める一
方、当時は宿泊税を導入せず、県等の動
きを注視すると答えました。

最重要の到達点 観光客の増加を地域経済の循環へつなぎ、市民も恩恵を実感できること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の方針 夜の観光、祭り、周遊、歴史文化、食を充実し、滞在・宿泊を促す

当時の宿泊税 課題が多く、日田市として現時点では導入を考えていないと回答

必要な接続 観光消費、受入れ環境、宿泊事業者の負担、市民生活を一体で検討

今後の確認 消費額、宿泊数、税収の使途と日田市・市民への還元を確認

議事にある具体事項 令和5年の市内観光消費額：約315億円／日帰り消費単価は県平均を約3,000円上回る／宿泊消費単価は国・県平均を約3
万円下回る

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年3月定例会／大分県「宿泊税制度」「宿泊税関連条例・規則」等（2026年9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

当時は市単独導入を否定 2025年3月時点、市は宿泊税導入には様々な課題があり、日田市として現時点では導
入を考えていないと答弁しました。

県内統一制度へ 大分県が県内統一の宿泊税を検討し、令和8年2月には県内全市町村から制度案への賛
成回答を得たと公表しました。

条例制定まで進展 令和8年6月に条例案が県議会へ提出され、その後、大分県宿泊税条例が制定されまし
た。施行日は現時点で未定です。

今後の確認 市町村への税収配分と使途、宿泊数・消費額への影響、日田市と市民への還元を確認
します。

出典：日田市議会 令和7年3月定例会／大分県「宿泊税制度」「宿泊税関連条例・規則」等（2026年9月確認）


